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今月の
表紙

10月９日、中川保育園へ三基商事から本の寄贈がありました。
早速園児は、たくさんの本の中からお気に入りを見つけて読んでいました。
読書の秋、本を読んで素敵な夢を見つけてね。



2令和元年10月号

諸収入
2億2,957万円
（2.3％）

繰越金
2億3,390万円
（2.3％）

農林水産業費
5億2,261万円
（5.5％）

災害復旧費
5億1,590万円
（5.4％）

その他
2億2,987万円
（2.3％）

負担金、使用料等
2億5,890万円
（2.6％）

繰入金
16億9,745万円
（16.7％）

地方譲与税、交付金
3億8,725万円
（3.8％）

歳　　入
101億3,981万円 差  引  額

6億353万円

歳　　出
95億3,628万円

歳　　入
101億3,981万円 差  引  額

6億353万円

歳　　出
95億3,628万円

　 　その他
8億2,511万円（8.7％）

地方交付税
30億3,511万円
（29.9％）

国県支出金
15億568万円
（14.8％）

町　債
10億644万円
（9.9％）
町　税

15億5,564万円
（15.3％）

　　 教育費
7億196万円（7.4％）

　　 衛生費
5億8,358万円（6.1％）

民生費
21億2,372万円
（22.3％）

土木費
22億7,009万円
（23.8％）

総務費
12億3,989万円
（13.0％）

　　 公債費
7億5,343万円（7.9％）

1人当たりの税額
109,114円

　 　その他
8億2,511万円（8.7％）

地方交付税
30億3,511万円
（29.9％）

国県支出金
15億568万円
（14.8％）

町　債
10億644万円
（9.9％）
町　税

15億5,564万円
（15.3％）

　　 教育費
7億196万円（7.4％）

　　 衛生費
5億8,358万円（6.1％）

民生費
21億2,372万円
（22.3％）

土木費
22億7,009万円
（23.8％）

総務費
12億3,989万円
（13.0％）

　　 公債費
7億5,343万円（7.9％）

1人当たりの税額
109,114円

7月豪雨災害への主な対応（令和元年度への繰越額を除く）
（被災者支援）
災害廃棄物処理、被災家屋自費解体償還等

1億 5,108万円
被災農業者向け経営体育成支援事業  1億 3,212万円
災害見舞金、災害支援金 1億 3,020万円
（事業者分、農作物被害者分含む）

被災住宅応急修理 7,084万円
（被災者支援に係る住宅リフォーム補助を含む）

矢掛高校被災者支援 1,091万円
（クラウドファンディングによる寄附を財源活用）

（災害復旧）
土木施設（道路橋りょう等）災害復旧

1億8,777万円
農地・農業用施設災害復旧 1億1,739万円
中川小学校災害復旧 7,522万円
中川保育園災害復旧 6,397万円
中川公民館災害復旧 3,662万円
上・下水道施設（企業会計） 1億1,372万円

一般会計95億3,628万円



3 令和元年10月号

（企業会計の資本的収支の不足額は、留保資金等で補てんしました。）

※表示単位未満の端数処理により、合計等が一致しない場合があります。

平成30年度
決算報告

企業会計 50億3,346万円

歳出歳入

保険給付費
12億9,423万円
保険給付費

12億9,423万円

その他
4億1,289万円

その他
4億1,289万円

県支出金
13億3,173万円
県支出金

13億3,173万円

保険税
2億5,016万円

保険税
2億5,016万円

その他
4,938万円
繰入金
1億3,588
　　万円

特別会計 38億7,988万円

一般会計からの繰入金

会　　計　　名

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

歳　 入
17億6,715万円
19億2,671万円

1,628万円
2億1,745万円
1,283万円
4,962万円
146万円
173万円
320万円
34万円
41万円
62万円
45万円
51万円
138万円
56万円
41万円
32万円
40万円

40億　182万円
16億3,909万円

9,814万円
2億9,746万円
4,736万円

3億1,003万円
2億1,672万円
8億3,386万円
13億7,451万円

17億　712万円
18億9,262万円

933万円
2億1,472万円

615万円
4,642万円
98万円
42万円
126万円
3万円
0万円
1万円
0万円
3万円
63万円
7万円
2万円
4万円
5万円

38億7,988万円
15億8,499万円
1億5,214万円
2億8,425万円
6,045万円

2億8,957万円
3億　899万円
8億5,826万円
14億9,481万円

6,003万円
3,409万円
695万円
273万円
668万円
319万円
48万円
131万円
194万円
31万円
41万円
61万円
45万円
48万円
75万円
50万円
39万円
28万円
35万円

1億2,194万円
5,409万円

△5,401万円
1,321万円

△1,309万円
2,046万円

△9,227万円
△2,440万円

△1億2,030万円

歳　 出

病　　院

介護老人
保健施設

水　　道

下 水 道

企　
業　
会　
計

特　
　
　
　
別　
　
　
　
会　
　
　
　
計

差  引  額

保険事業勘定
サービス事業勘定

豪雨災害からの復旧・復興を最優先に豪雨災害からの復旧・復興を最優先に豪雨災害からの復旧・復興を最優先に豪雨災害からの復旧・復興を最優先に

　平成30年度の町財政は、第６次振興計画「輝く未来　笑顔あふれるまちづくりプラン」の「ひとが輝き　地
域が輝き　まちが輝き　笑顔あふれるまちづくり」を基本理念とし、各種子育て支援施策のほか、賑わいのまち
づくりの推進など、諸施策に取り組みました。
　一方で、昭和51年以来の大規模災害となった平成30年７月豪雨からの復旧・復興が最優先課題となった年度
でもありました。被災者の生活支援や住宅再建支援、公共施設の復旧事業を推進しました。
　災害対応を除いた施策として、ハード面では、東川面本堀線・土井行部線などの道路改良、道の駅整備事業、
公営住宅建設事業などを行いました。
　また、ソフト面では、全保育園児の保育料無償化をはじめ、観光施策として、本陣酒蔵展示のリニューアル、
インバウンド推進、おもてなし規格認証取得支援事業に取り組んだほか、誕生祝金・入学祝金や子ども医療費助
成など子育て支援の各種施策を継続実施しました。
　上記のほかにも、従来からの取り組みとして、生活環境基盤整備や各種福祉、教育、地域振興、防災施策な
ど、住民生活に直結した幅広くきめ細やかな諸施策を展開し、「やさしさにあふれ　かいてきで　げんきなまち
づくり」を目指しました。

特別会計・企業会計の状況 国民健康保険会計

その他
4,218万円

歳出歳入

その他
1億7,012万円

県支出金
2億7,135万円
県支出金

2億7,135万円

支払基金交付金
4億7,720万円
支払基金交付金
4億7,720万円

国庫支出金
4億7,171万円
国庫支出金

4億7,171万円

保険料
3億9,090万円

保険料
3億9,090万円

繰入金
2億7,338万円

繰入金
2億7,338万円

保険給付費
17億2,250万円
保険給付費

17億2,250万円

介護保険会計
（保険事業勘定）

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療  
住宅新築資金等貸付事業
地域開発事業  
美川財産区  
東三成財産区  
横谷財産区  
山田財産区  
里山田財産区  
南山田財産区  
中財産区  
川面財産区  
宇内財産区  
西川面上財産区  
西川面下財産区  
中川財産区  
小田財産区  

特別会計合計

総 額184億4,962万円184億4,962万円



積立金の内訳
79億5,517万円

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

文教福祉施設
整備基金
　6億671万円
　（7.6％）

財政調整基金
31億6,797万円
（39.8％）

財政調整基金
31億6,797万円
（39.8％）

財政調整基金
31億6,797万円
（39.8％）賑わいのまちづくり基金

4億8,187万円（6.1％）
賑わいのまちづくり基金
4億8,187万円（6.1％）
賑わいのまちづくり基金
4億8,187万円（6.1％）

減債基金
11億7,696万円
（14.8％）

減債基金
11億7,696万円
（14.8％）

減債基金
11億7,696万円
（14.8％）

こどもみらい基金
5億2,530万円（6.6％）
こどもみらい基金
5億2,530万円（6.6％）
こどもみらい基金
5億2,530万円（6.6％）

その他特定目的基金
13億2,015万円
（16.6％）

その他特定目的基金
13億2,015万円
（16.6％）

その他特定目的基金
13億2,015万円
（16.6％）

定額運用基金
1億7,000万円（2.1％）

地域福祉基金
5億621万円
（6.4％）

地域福祉基金
5億621万円
（6.4％）

地域福祉基金
5億621万円
（6.4％）

土木債
29億1,251万円
（30.0％）

土木債
29億1,251万円
（30.0％）

土木債
29億1,251万円
（30.0％）

教育債
9億2,553万円
（9.5％）

教育債
9億2,553万円
（9.5％）

教育債
9億2,553万円
（9.5％）

農林水産債
4億485万円（4.2％）民生債

3億825万円
（3.2％）

消防債
5億5,392万円（5.7％）

その他
14億5,308万円
（15.0％）

臨時財政対策債等
31億5,363万円
（32.5％）

臨時財政対策債等
31億5,363万円
（32.5％）

臨時財政対策債等
31億5,363万円
（32.5％）

97億1,177万円
借入金の内訳
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（億円） 借入金・積立金の推移

借入金（地方債）残高 積立金借入金のうち、交付税等で措置される額

通常

の
地
方
債（
過
疎債等含む）

特別の

地
方
債

　
※
3

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H30H29

 

実質借入金

下水道事業償還基金の
積替えによる一時増

一般会計の借入金・積立金の内訳

※１　借入金のうち、返済するときに国からの交付税増額等が見込まれているものです。
※ 2　過疎債・辺地債は元利償還金のそれぞれ70％と 80％が地方交付税で財源措置される有利な借入です。

会　計　名 借　入　金
A

実質借入金
A － B

積　立　金
（企業会計は留保資金等）うち交付税措置等 ※1

B

一 般 会 計
（下段はうち過疎・辺地債 ※2）

97億 1,177万円 67億 8,469万円 29億 2,708万円
79億 5,517万円

43億 6,828万円 30億 9,518万円 12億 7,310万円

特
別
会
計

国民健康保険 2億 2,108万円
介護保険 1億 7,481万円
住宅新築資金等貸付事業 37万円 31万円 6万円

特別会計　計 37万円 31万円 6万円 3 億 9,589万円

企
業
会
計

病　　院 15億 3,187万円 6億 5,859万円 8億 7,328万円 20 億   658万円
介護老人保健施設 2億 6,374万円 350万円 2億 6,024万円 7 億 4,474万円
水　　道 18億 4,214万円 6,344万円 17億 7,870万円 8 億 8,600万円
下 水 道 77億 9,941万円 44億 4,125万円 33億 5,816万円

平成30年度末の借入金・積立金の状況平成30年度末の借入金・積立金の状況平成30年度末の借入金・積立金の状況平成30年度末の借入金・積立金の状況

※3　特別の地方債は、返済時に全額交
付税等で財源が措置されるものです。

＊表示単位未満の端数処理により、合計等が一致しない場合があります。
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平成30年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成30年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　8.6％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。
　各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は財政再生計画の策定、公営企業会計においては経
営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 30年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%
 

15%
 

20%
 健全団体 財政健全化団体 財政再生団体

0%
 

20%
 

30%
 

矢掛町

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  

健全団体 財政健全化団体
0%  20%  
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求
分
の
料
金
か
ら
10

％
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

平成30年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率平成30年度決算に基づく矢掛町の財政健全化判断比率・資金不足比率

※借入金の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
この数値が25％を超えると黄信号である「財
政健全化団体」に、35％を超えると破たん状
態である「財政再生団体」となります。

☆実質赤字比率
赤字なし

☆実質公債費比率　8.6％

☆連結実質赤字比率
赤字なし

☆将来負担比率
将来負担なし

☆公営企業に係る資金不足比率
資金不足額なし

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、地方公共団体の財政状況を判断するために設けられた
健全化判断比率・資金不足比率をお知らせします。
　各比率が一定の基準を超えた団体では、財政健全化計画又は財政再生計画の策定、公営企業会計においては経
営健全化計画の策定などが義務付けられます。
　矢掛町の平成 30年度の健全化判断比率・資金不足比率は以下のとおりです。いずれも、財政状態の危険度の基
準である早期健全化基準・財政再生基準を大幅に下回っており、財政状態は健全であるといえます。

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%
 

15%
 

20%
 健全団体 財政健全化団体 財政再生団体

0%
 

20%
 

30%
 

矢掛町

健全団体 財政健全化団体 財政再生団体
0%  25%  35%  

財政健全化団体健全団体
0%  350%  

健全団体 財政健全化団体
0%  20%  

　
　

【経過措置】
◎矢掛・美川・三谷・小田地区（偶数月請求）の場合

請 求 月 適用税率 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

10月請求分 ８％ ★←使用期間→★ 請求

12月請求分 ８％ ★←使用期間→★ 請求

２月請求分 10％ ★←使用期間→★ 請求
★は検針日

◎山田・川面・中川地区（奇数月請求）の場合

請 求 月 適用税率 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

９月請求分 ８％ ★←使用期間→★ 請求

11月請求分 ８％ ★←使用期間→★ 請求

１月請求分 10％ ★←使用期間→★ 請求
★は検針日

■問上下水道課上水道業務係　☎（82）0173　有線0570



　
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
町
民
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
機
器
の
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度

を
新
設
し
ま
し
た
。

●
補
助
金
額
　
機
器
の
購
入
お
よ
び
設
置
金
額
の
１
／
２
（
上
限
５
，
０
０
０
円
）

●
補
助
対
象
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

　※

世
帯
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

●
対
象
機
器
　（
次
の
項
目
の
ど
ち
ら
か
を
満
た
す
町
内
の
事
業
所
で
購
入
し
た
機
器
）

　
①
登
録
し
て
い
な
い
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
し
て
注
意
を
促
す
機
能
が
あ
る

　
②
着
信
相
手
に
通
話
を
録
音
す
る
こ
と
を
自
動
で
伝
え
、
併
せ
て
通
話
の
内
容
を
自
動
で
録

音
す
る
機
能
が
あ
る

　※

令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
機
器
が
対
象
で
す
。

●
受
付
期
間
　
令
和
元
年
10
月
１
日
〜
令
和
２
年
３
月
31
日

　※

申
請
状
況
に
よ
り
期
間
内
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１
　

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
電
話
機
等
の
購
入
を
補
助

　
令
和
元
年
11
月
５
日
か
ら
住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
印
鑑
証
明
書
へ
旧
姓
の
併
記

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
旧
姓
の
併
記
を
希
望
す
る
場
合
は
、
役
場
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
旧
姓
併
記
の
メ
リ
ッ
ト
】

　
婚
姻
等
で
姓
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
従
前
の
姓
を
併
記
す
る
こ
と
で
、
旧
姓
に
よ
る

各
種
手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
保
険
・
携
帯
電
話
の
契
約
や
銀
行
口
座
の
名
義
が
旧
姓
の
ま
ま
引
き
続
き
使
え
る

よ
う
に
な
り
、
就
職
・
転
職
時
な
ど
仕
事
の
場
面
で
も
旧
姓
で
本
人
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
も
旧
姓
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
町
民
課
窓
口
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
３
１
　

住
民
票
等
へ
旧
姓
が
併
記
で
き
ま
す

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

Information
まちからの

お知らせ

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

【
保
育
士
】
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
取
得
（
元
年
度
末
取
得
見
込
み
を

含
む
）
し
て
い
る
人

●
勤 

務 

先
　
町
内
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

●
申
込
締
切
　
令
和
元
年
11
月
12
日
㈫

●
試 

験 

日
　
令
和
元
年
11
月
19
日
㈫

●
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文
、
性
格
適
性
検
査

右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
・
介
護
福
祉
士

【
臨
時
職
員
】
介
護
職
員
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

キ
ラ
リ
輝
く
ま
ち
づ
く
り

入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」

（
里
山
田
９
２
１-

１
）

●
賃
貸
内
容
　
単
身
用 

１
戸

●
家
　
　
賃
（
月
額
）
２
５
，
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，
０
０
０
円

●
構 

造 
等
　
ワ
ン
ル
ー
ム

●
申
込
期
間
　
10
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページ
　からダウンロード
　詳細もこちらで確認
　できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の返信用封筒
角２号（Ａ４判）を同封して送付
してください。

随
時
募
集

正
職
員

【
保
健
師
】
１
人

●
資
格
要
件

　
・
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

　
・
保
健
師
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人
で

３
年
以
上
の
保
健
師
業
務
経
験
が
あ
る
人

社
会
福
祉
法
人 

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団

社
会
福
祉
優
良
従
事
者
表
彰

　
社
会
福
祉
施
設
お
よ
び
福
祉
関
係
各
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
務
に
精
励
し
、
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐藤八千代 氏
（本堀）
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矢掛町の各処理区の水洗化率は、次のとおりです。
平成31年4月1日現在

　快適な生活環境整備と下水道事業の健全経営のために早期の水洗化をお願いします。
　なお、水洗化に関して以下の補助制度がございますので、ご活用ください。

やかっぴーデザインのマンホール蓋

 処　 理　 区

公 共 下 水 道 処 理 区

合併処理浄化槽処理区

水 洗 化 率

79.1％

43.1％

●補助金額
人槽区分 補助金限度額
５人槽 35万4千円
７人槽 46万3千円

10人槽 82万4千円

■問上下水道課下水道業務係　☎（82）0173　有線 0570・4770
人にやさしい、地球にやさしい、みんなにやさしい水洗化!!

 合併処理浄化槽設置補助金
　矢掛町では、生活雑排水対策を推進するため合併処理浄化槽を設置される人に補助金を交付しています。
　下記の補助制度と併せてご利用いただけます。清潔で快適な生活環境の実現にご協力いただきますよう、１日
でも早い合併処理浄化槽の設置をお願いします。
●補助対象区域
　公共下水道事業計画区域を除いた区域
●主な補助要件
　•町税に滞納がないこと　　　　　　　　　
　•令和元年度中に工事が完成すること　
●事業の着手前に申込書、申請書を提出し、交付決定を受けること

 排水設備工事資金利子補給制度
　下水道排水設備の工事関係資金として認定された融資金額（上限100万円）に対する利子を全額補給します。
●対象となる工事・条件
　•宅内排水設備の工事資金（新設・改築・浄化槽へ
の接続・浄化槽から下水道への接続・水洗便所へ
の改造など）

　•矢掛町内の既存の建築物（新築は除く）
　•町税等を滞納していない世帯の人であること
●排水設備検査済証発行後14日以内に提出すること

●利子補給の条件
　•矢掛町内に所在する金融機関の支店からの融資で
あること

　•排水設備工事関係資金として認められた額の100
万円以内

　•他の補助金制度がある場合は、排水設備工事関係
資金から控除して利子補給額を算出

 排水設備工事費補助制度
　下水道の排水設備工事に係る費用を補助します。
●対象となる工事・条件
　•宅内排水設備の工事資金（新設・改築・浄化槽へ
の接続・浄化槽から下水道への接続・水洗便所へ
の改造など）

　•矢掛町内の既存の建築物（新築は除く）
●排水設備検査済証発行後 14日以内に提出すること

●補助対象者
　•町税等を滞納していない世帯の人であること
　•次の①～③のいずれかに該当し、世帯全員の町民
税が均等割額以下の世帯であること

　①世帯全員が満65歳以上の世帯
　②18歳未満の子どもがいる一人親世帯
　③１級または２級の障害手帳を持つ人がいる世帯
●補助金額　補助対象費の３分の１以内（上限20万円）

7 令和元年10月号



町地域包括支援センター（保健福祉課内）
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

元気に年齢を重ねましょう！

11月の健康カレンダー

Health  Calendar　NovemberHealth  Calendar　November

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1時～  6日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～

受付：午前 9時 30分～11時 30分
　　　午後 0時 30分～2時

14日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

定期献血

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～20日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1時21日㈭

27日㈬

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  3日㈰
  4日㈪/㈷
10日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈯/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
17日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック

24日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)３１１３筒　井　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

人生100歳時代！元気に年齢を重ねたくないですか？
　100歳体操は、全国的に広がっている重りを使った体操で、週１～２回行うことで
次のような効果が出ています。
　•足腰が元気になって、転ばなくなった。
　•筋力が向上し、体力測定の数値が良くなった。
　•決まった日、時間に会える人がいるので、生活にハリが出た。
　•地域の情報がよく入り、地域のイベントに参加するようになった。交友関係が広がった。
　難しいように思えますが、全国の多くの人たちが取り組んでいます。「矢掛町でも100歳体操の取り組
みを進めてほしい。」という声を受け、グループの立ち上げ支援を行います。まずは、体験会にご参加く
ださい。

と　き：11月 28日㈭　午後２時～３時 30分
ところ：農村環境改善センター多目的ホール
対象者：100歳体操に興味がある人
　※要申込
　※運動の出来る服装で、水分を持参してくだ
　　さい。
　※体験会では、重りを使用しません。

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
防
止
の
た
め
、
予
防
接
種
費

を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
頃
か
ら
約
５
か
月
間
あ
り

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
頃
ま
で
に
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
対
象
期
間
　
10
月
１
日
〜
令
和
２
年
１
月
31
日

●
対 

象 

者

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る
人
（
対
象
の
是
非
は
主
治
医
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
自
己
負
担
額
　
１
，
５
０
０
円
（
接
種
時
に
病
院
の
窓
口
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
）

●
実
施
医
療
機
関

　
•
町
内
医
療
機
関

　
•
岡
山
県
相
互
乗
り
入
れ
制
度
参
加
医
療
機
関

　※

接
種
希
望
者
は
、
各
医
療
機
関
に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
役
場
へ
の
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　※

生
活
保
護
受
給
者
の
人
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

　
矢
掛
町
で
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
の
上
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

町
内
各
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
１
歳
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
（
高
校
３
年
生
相
当
）
人

　※

婚
姻
し
て
い
る
人
、
社
会
保
険
被
保
険
者
は
除
く
。

●
接
種
回
数

　（
１
）
１
歳
以
上
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
幼
児
童…

１
年
度
内
に
２
回
ま
で
接
種

　（
２
）
中
学
校
１
年
生
以
上
高
校
３
年
生
相
当
の
人…

１
年
度
内
に
１
回
ま
で
接
種

●
助 

成 

額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き
１
，
５
０
０
円
の
助
成

●
実
施
医
療
機
関
　
町
内
医
療
機
関

　※

助
成
対
象
は
町
内
の
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

●
助
成
方
法

　
•
町
内
の
医
療
機
関
に
各
自
予
約
を
し
て
接
種
す
る

　
•
接
種
後
、
各
医
療
機
関
の
接
種
料
金
か
ら
１
，
５
０
０
円
を
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ

支
払
う
（
接
種
料
金
は
各
医
療
機
関
に
お
尋
ね
下
さ
い
。）

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

Information
まちからの

お知らせ

１
〜
３
月
の
お
達
者
教
室
参
加
者
募
集

い
つ
ま
で
も
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
地
域
農
業
の
担
い
手
を
支
援
す
る
た
め
、
矢
掛
町
で
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
構
想
の
目
標
を
目
指

し
て
農
業
者
が
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
計
画
を
町
が
認
定
す
る
こ
と
で
「
認
定

農
業
者
」
と
な
り
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
と
な
っ
た
場
合
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
等
の
長
期
低
金

利
融
資
制
度
を
は
じ
め
、
設
備
や
機
械
を
導
入
す
る
場
合
に
Ｊ
Ａ
等
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
で
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
国
・
県
等
の
補
助
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
産
業
観
光
課
、
井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
で
農
業
経

営
改
善
計
画
作
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
６

　 

井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 
☎（
０
８
６
５
）
69-

１
６
５
２

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
知
識
や
運
動
を

学
ぶ
「
お
達
者
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

●
対 

象 

者　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

●
と 

こ 

ろ
　
ポ
ル
ソ
矢
掛
、
長
楽
園
（
送
迎
・
食
事
あ
り
）

　※

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
期
間
　
１
〜
３
月
　
月
４
回
開
催

●
利 

用 

料
　
１
回
８
０
０
円

●
申
込
期
間
　
11
月
11
日
㈪
ま
で

■問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
）

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

100歳体操を開催するには？ 100歳体操体験会

１ グループをつくる

２ 会場を手配する ３ 週１回開催する

（集合時間）
午前 9時

ウォーキングサロン
（気長に周遊コース）
※集合場所：中川町民会館

13日㈬

高齢者の暮らしをサポートします！
矢掛町介護予防訪問ボランティア
　いつまでも、住み慣れた矢掛町で暮らし続けるために、私たちボラン
ティアが高齢者宅を訪問し、ゴミ出し・話し相手・安否確認を行います。
　利用できるのは、要支援１・２またはチェックリスト該当者です。
■問保健福祉課介護保険係　☎（82）1013　有線0581

8令和元年10月号



町地域包括支援センター（保健福祉課内）
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

元気に年齢を重ねましょう！

11月の健康カレンダー

Health  Calendar　NovemberHealth  Calendar　November

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1時～  6日㈬ ３歳児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～

受付：午前 9時 30分～11時 30分
　　　午後 0時 30分～2時

14日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

定期献血

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～20日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1時21日㈭

27日㈬

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  3日㈰
  4日㈪/㈷
10日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈯/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
17日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック

24日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)３１１３筒　井　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

人生100歳時代！元気に年齢を重ねたくないですか？
　100歳体操は、全国的に広がっている重りを使った体操で、週１～２回行うことで
次のような効果が出ています。
　•足腰が元気になって、転ばなくなった。
　•筋力が向上し、体力測定の数値が良くなった。
　•決まった日、時間に会える人がいるので、生活にハリが出た。
　•地域の情報がよく入り、地域のイベントに参加するようになった。交友関係が広がった。
　難しいように思えますが、全国の多くの人たちが取り組んでいます。「矢掛町でも100歳体操の取り組
みを進めてほしい。」という声を受け、グループの立ち上げ支援を行います。まずは、体験会にご参加く
ださい。

と　き：11月 28日㈭　午後２時～３時 30分
ところ：農村環境改善センター多目的ホール
対象者：100歳体操に興味がある人
　※要申込
　※運動の出来る服装で、水分を持参してくだ
　　さい。
　※体験会では、重りを使用しません。

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
重
症
化
防
止
の
た
め
、
予
防
接
種
費

を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
頃
か
ら
約
５
か
月
間
あ
り

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
頃
ま
で
に
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
対
象
期
間
　
10
月
１
日
〜
令
和
２
年
１
月
31
日

●
対 

象 

者

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
の
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る
人
（
対
象
の
是
非
は
主
治
医
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
自
己
負
担
額
　
１
，
５
０
０
円
（
接
種
時
に
病
院
の
窓
口
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
）

●
実
施
医
療
機
関

　
•
町
内
医
療
機
関

　
•
岡
山
県
相
互
乗
り
入
れ
制
度
参
加
医
療
機
関

　※

接
種
希
望
者
は
、
各
医
療
機
関
に
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
役
場
へ
の
事
前
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　※

生
活
保
護
受
給
者
の
人
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

　
矢
掛
町
で
は
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
の
上
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

町
内
各
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者

　
•
接
種
日
に
矢
掛
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
１
歳
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
（
高
校
３
年
生
相
当
）
人

　※

婚
姻
し
て
い
る
人
、
社
会
保
険
被
保
険
者
は
除
く
。

●
接
種
回
数

　（
１
）
１
歳
以
上
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
幼
児
童…

１
年
度
内
に
２
回
ま
で
接
種

　（
２
）
中
学
校
１
年
生
以
上
高
校
３
年
生
相
当
の
人…

１
年
度
内
に
１
回
ま
で
接
種

●
助 

成 

額
　
１
回
の
接
種
に
つ
き
１
，
５
０
０
円
の
助
成

●
実
施
医
療
機
関
　
町
内
医
療
機
関

　※

助
成
対
象
は
町
内
の
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

●
助
成
方
法

　
•
町
内
の
医
療
機
関
に
各
自
予
約
を
し
て
接
種
す
る

　
•
接
種
後
、
各
医
療
機
関
の
接
種
料
金
か
ら
１
，
５
０
０
円
を
引
い
た
金
額
を
医
療
機
関
へ

支
払
う
（
接
種
料
金
は
各
医
療
機
関
に
お
尋
ね
下
さ
い
。）

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成

Information
まちからの

お知らせ

１
〜
３
月
の
お
達
者
教
室
参
加
者
募
集

い
つ
ま
で
も
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
地
域
農
業
の
担
い
手
を
支
援
す
る
た
め
、
矢
掛
町
で
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
構
想
の
目
標
を
目
指

し
て
農
業
者
が
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
計
画
を
町
が
認
定
す
る
こ
と
で
「
認
定

農
業
者
」
と
な
り
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
と
な
っ
た
場
合
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
等
の
長
期
低
金

利
融
資
制
度
を
は
じ
め
、
設
備
や
機
械
を
導
入
す
る
場
合
に
Ｊ
Ａ
等
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
で
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
国
・
県
等
の
補
助
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
産
業
観
光
課
、
井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
で
農
業
経

営
改
善
計
画
作
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
　
☎（
82
）１
０
１
６

　 

井
笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　 

☎（
０
８
６
５
）
69-

１
６
５
２

　
矢
掛
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
知
識
や
運
動
を

学
ぶ
「
お
達
者
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

●
対 

象 

者　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

●
と 

こ 

ろ
　
ポ
ル
ソ
矢
掛
、
長
楽
園
（
送
迎
・
食
事
あ
り
）

　※

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
期
間
　
１
〜
３
月
　
月
４
回
開
催

●
利 

用 

料
　
１
回
８
０
０
円

●
申
込
期
間
　
11
月
11
日
㈪
ま
で

■問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
）

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

100歳体操を開催するには？ 100歳体操体験会

１ グループをつくる

２ 会場を手配する ３ 週１回開催する

（集合時間）
午前 9時

ウォーキングサロン
（気長に周遊コース）
※集合場所：中川町民会館

13日㈬

高齢者の暮らしをサポートします！
矢掛町介護予防訪問ボランティア
　いつまでも、住み慣れた矢掛町で暮らし続けるために、私たちボラン
ティアが高齢者宅を訪問し、ゴミ出し・話し相手・安否確認を行います。
　利用できるのは、要支援１・２またはチェックリスト該当者です。
■問保健福祉課介護保険係　☎（82）1013　有線0581
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10令和元年10月号

　
基
礎
的
な
知
識
・
理
解
の
定
着
と
活
用
力
を
一

体
的
に
問
う
形
式
と
な
り
ま
し
た
。
矢
掛
町
で

は
、
学
習
規
律
の
徹
底
に
よ
る
落
ち
着
い
た
学

習
環
境
の
確
保
と
授
業
改
善
、
基
礎
基
本
の
徹

底
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
全
国
や
岡
山
県
平

均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
全
国
調
査
（
小
学

６
年
生
）
で
は
、
国
語
、
算
数
と
も
に
平
均
正

答
率
が
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
（
表
１
）。

ま
た
、
岡
山
県
調
査
（
小
学
３
〜
５
年
生
）
で

も
す
べ
て
の
学
年
・
教
科
で
岡
山
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
（
表
２
）。
中
学
校
は
町
内
１

校
の
た
め
教
育
委
員
会
に
よ
る
公
表
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
岡
山
県
調
査
（
中
学
１
年
生
）
の
結

果
か
ら
、
小
学
校
で
の
学
習
が
き
ち
ん
と
定
着

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
中
学
校
を

学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

や
か
げ
っ
子
の 

知
・
徳
・
体

（
令
和
元
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
よ
り
）

　
今
年
度
の
全
国
学
力
調
査
で
は
、

含
む
各
校
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
各
校
が
児
童

生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
授
業
改
善
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
活

用
し
た
わ
か
る
授
業
）や
言
語
活
動
の
充
実（
書

く
活
動
や
話
し
合
う
活
動
、
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ

学
習
の
工
夫
）、
基
礎
基
本
（
ド
リ
ル
学
習
や

補
充
学
習
）
の
徹
底
を
、
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
力
と
の
相
関
関
係
が
大
き
い
家
庭

学
習
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
で
は
、
平
日
１
時

間
以
上
学
習
す
る
割
合
が
昨
年
度
よ
り
減
少
し

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
で
も
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
、
十
分
な
時
間
を
確
保
で
き
て
い
な
い

の
が
課
題
で
す
（
表
３
）。
し
か
し
、
家
庭
学

習
へ
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
計

画
的
に
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す

（
表
４
）。
今
後
も
町
全
体
で
「
家
庭
学
習
強
化

期
間
」
を
設
定
す
る
取
り
組
み
等
を
継
続
し
、

小
学
校
と
中
学
校
が
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
望
ま
し
い
家
庭
学
習
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
る
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。
ご
家
庭
で

も
各
校
の「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」を
参
考
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

63.8 64
68 66.6 65 67

国　語 算　数

R1全国学力調査　平均正答率
全国 岡山県 矢掛町

小学６年生

【表1】

R1 岡山県学力調査結果【表2】

※全国平均を100として

矢掛町
岡山県

小3国語

小3算数

小4国語小5国語

小5算数

小4算数

70.0｠
80.0｠

100.0｠
110.0｠

90.0｠

知

（
令
和
元
年
度
岡
山
県
お
よ
び
全
国

学
習
状
況
調
査
よ
り
）

　
学
習
状
況
調
査
の
質
問
紙
か
ら
、

徳朝
食・就
寝
等
の
生
活
習
慣
や
規
範
意
識
等
は
、

「自分で計画をたてて学習している」
肯定的回答

【表4】

40

60

80

100

120
110

50

70

90

130
140

矢掛町 岡山県 矢掛町 岡山県

中３小６

全国
平均
100

平日の家庭学習時間（小学6年生・中学1～3年生）【表3】

1時間より少ない
全くしない

3時間以上
2時間～3時間
1時間～2時間

H30 町小6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

R1 町小6

R1 町中1

R1 町中2

R1 町中3

コミュニケーション活動への肯定的回答【表6】

岡山県
矢掛町

40.0｠
50.0｠

90.0｠小５

小６

中１中２

中３ 60.0｠
70.0｠
80.0｠

地域の行事に参加している（小学6年生・中学3年生）【表5】

どちらかというと
あてはまらない
あてはまらない

あてはまる
どちらかというと
あてはまる

矢掛町
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

岡山県小
６
全　国

矢掛町

岡山県中
３
全　国
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0

第１学年

男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

20.0 40.0 60.0 80.0 （点）

矢掛町
（R1）
岡山県
（H30）
全　国
（H29）

小学生の新体力テストの合計点【表10】

0

第１学年
男
　
　
　子

女
　
　
　子

第２学年

第３学年

第１学年

第２学年

第３学年

20.0 40.0 60.0 80.0（点）

矢掛町
（R1）
岡山県
（H30）
全　国
（H29）

中学生の新体力テストの合計点【表11】

※岡山県や全国の平均値は、まだ公表されていないため、
　岡山県は平成30年度、全国は平成29年度の平均値。

【新体力テストの測定種目】
握力・上体起こし・長座体前屈・50m走・反復横跳び・
20mシャトルラン・立ち幅跳び・ソフトボール投げ（中
学生はハンドボール投げ）

し
た
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
（
表
10
・
表

11
）
を
見
る
と
、
矢
掛
町
の
子
ど
も
た
ち

は
、
多
く
の
学
年
・
男
女
で
、
新
体
力
テ

ス
ト
の
合
計
点
が
全
国
や
岡
山
県
よ
り
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
体
育
の
授

業
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
体
の
中
で

体
力
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

■問 

教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

　

  

☎（
82
）２
１
０
０

　

  

有
線
０
６
２
１

（
令
和
元
年
度
の
新
体
力
テ
ス

ト
よ
り
）

　
今
年
１
学
期
に
各
校
で
実
施

体

小
・
中
学
生
と
も
に
全
国
平
均
並
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
に
進
ん
で
参
加

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
岡
山
県
や
全
国

に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
５
）。
新

教
育
課
程
で
も
重
視
さ
れ
て
い
る
「
主
体
的
・

対
話
的
な
深
い
学
び
」
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
も
、
ど
の
学
年
も

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
（
表
６
）。

今
後
も
、
合
同
授
業
や
交
流
学
習
、
ペ
ア
・
グ

ル
ー
プ
学
習
等
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

様
々
な
場
面
で
進
ん
で
交
流
す
る
こ
と
の
で
き

る
力
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
１
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学
５
年
生
・
中
学

２
年
生
に
お
い
て
、
全
国
・
岡
山
県
平
均
よ
り

少
な
い
数
値
を
示
し
て
お
り
（
表
７
）、
携
帯

電
話
等
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
８
）。
た
だ
、
携

帯
電
話
等
を
持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
で
、
家
の

人
と
の
約
束
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
割

合
は
、
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
と

い
っ
た
課
題
も
見
ら
れ
ま
す
（
表
９
）。
ゲ
ー

ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等
の
メ

デ
ィ
ア
時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
を

今
後
も
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
家
庭
や
地

域
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
望
ま

し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平日のゲーム時間（小学5年生・中学2年生）【表7】

1時間以上2時間未満
1時間未満

4時間以上
3時間以上４時間未満
2時間以上3時間未満 まったくしていなかった

矢掛町R1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

岡山県R1

矢掛町R1

岡山県R1

小
５

中
２

携帯電話やスマホの使い方について、家の人と約束したことを守っていたか。
（携帯電話やスマホを持っている人）

【表9】

守っていなかった
約束がなかった

きちんと守っていた
だいたい守っていた
あまり守っていなかった

R1町5年
R1県5年

0％ 100％

R1町中1
R1県中1
R1町中2
R1県中2

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

平日の携帯電話・スマホ使用時間（小学5年生・中学2年生）【表8】

1時間以上2時間未満
1時間未満

4時間以上
3時間以上４時間未満
2時間以上3時間未満 全くしない、持っていない

矢掛町R1
岡山県R1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小
５

矢掛町R1
岡山県R1

中
１

矢掛町R1
岡山県R1

中
２



　
創
部
43
年
、
歴
史
的
快
挙

　「第
64
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
」
に
5
年
ぶ
り
2
回
目
の
全
国
大
会

に
出
場
し
た
矢
掛
高
校
軟
式
野
球
部
。

　8
月
25
日
に
ウ
イ
ン
ク
球
場
（
兵
庫
県
姫

路
市
）
で
行
わ
れ
た
北
海
道
科
学
大
学
高
校

（
北
海
道
代
表
・
北
海
道
）
と
の
初
戦
は
、

7
対
3
で
勝
利
し
岡
山
県
勢
で
は
9
年
ぶ
り

と
な
る
初
戦
突
破
を
果
た
し
ま
し
た
。

　翌
26
日
に
明
石
ト
ー
カ
ロ
球
場
（
兵
庫
県

明
石
市
）
で
行
わ
れ
た
新
田
高
校
（
四
国
代

表
・
愛
媛
県
）
と
の
2
回
戦
は
、
接
戦
の
末

2
対
3
で
惜
敗
し
た
も
の
の
全
国
ベ
ス
ト
8

と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
強
く
し
た「
仲
間
と
の
絆
」

　こ
の
チ
ー
ム
の
持
ち
味
を
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
」
と
話
し
た
真
砂
空
主
将
（
3
年
）。

こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
練
習
の
み
で
培
わ
れ

た
も
の
で
は
な
い
と
話
し
ま
す
。

　昨
年
の
平
成
30
年
7
月
豪
雨
の
際
に
は
、
自

宅
が
被
災
し
た
部
員
も
お
り
、
他
の
部
員
た
ち

が
協
力
し
て
片
付
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
矢
掛
町
内
の
被
災

現
場
で
活
動
し
た
ほ
か
、
街
頭
で
被
災
地
支
援

の
た
め
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　周
囲
の
状
況
か
ら
自
分
た
ち
だ
け
野
球
を
す

る
こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
、
自
分
た
ち
に
出
来
る

こ
と
を
考
え
行
動
し
た
部
員
た
ち
。
そ
れ
か
ら

一
年
後
、
積
み
重
ね
て
き
た
強
い
絆
が
ゆ
る
ぎ

な
い
戦
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
に
元
気
を
届
け
る

　矢
掛
高
校
軟
式
野
球
部
の
全
国
大
会
出
場

は
、
矢
掛
町
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

に
は
、
応
援
バ
ス
が
準
備
さ
れ
、
一
般
住
民
や

卒
業
生
ら
が
多
数
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

両
日
と
も
猛
暑
の
中
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
選
手

た
ち
の
プ
レ
ー
一
つ
一
つ
に
応
援
団
か
ら
熱
い

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　大
会
前
に
「
プ
レ
ー
を
通
じ
て
被
災
地
の
復

興
を
後
押
し
し
た
い
」、「
少
し
で
も
元
気
を
届

け
た
い
」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
選
手
た
ち
。

目
標
と
し
て
い
た
「
全
国
制
覇
」
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
の
活
躍
は
、
地
元

に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

絆でつかんだ
全国での１勝

矢掛高校
軟式野球部

12令和元年10月号
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医療・福祉・介護・健康考えるきっかけに

　９月 21日～ 30日の 10日間「秋の交通安全県
民運動」が実施されました。期間中はさまざまな関
連行事が実施され、交通安全啓発を行いました。
　25日には、井原警察署矢掛幹部派出所前で街頭
啓発活動が行われ、同署員、交通警察協助員に矢掛
高校生徒を加えた約20人が参加。「スピードの出
し過ぎに注意してください」等と声をかけながら、
チラシや啓発グッズ約120セットをドライバーに
手渡して交通安全を訴えました。
　交通安全県民運動期間中に町内で発生した事故
件数は４件でした。

　９月７日、やかげ文化センターで「第７回矢掛地
域医療介護連携フォーラム」が開催されました。
　この日は、つばさクリニック理事長の中村幸伸氏
を講師に「在宅医療でできること～住み慣れた場所
で過ごすために～」と題して講演が行われました。
　これに併せて、農村環境改善センターでは「第６
回健康フェスタ in やかげ」が開催されました。健
康づくりや介護予防、福祉について考えるブースが
多数設置され、来場者は自身の健康チェックを行う
など理解を深めました。

交通事故ゼロ目指して、意識新たに

県知事訪問100歳祝う

全国大会等出場選手を激励

　９月14日、伊原木隆太
岡山県知事が田

た

口
ぐち

隆
たか

代
よ

さん
（中）のもとを訪れ、100
歳の長寿を祝いました。
　田口さんは、今年２月に
100歳を迎えられており、
身の回りのことは自分でこ
なすなど元気に生活されて
います。

　ISUジュニアグランプリ
イタリア大会（第７戦）（10/2
～5 イタリア）に出場。
岡山理科大学付属高校３年 
三
み や け

宅星
せ な

南さん（東川面）

　いきいき茨城ゆめ国体
2019の高等学校野球競技
（軟式）（9/29 ～ 10/2 茨
城県）に出場。
矢掛高校軟式野球部（写真
は、真

ま

砂
さご

　空
そら

主将）

　いきいき茨城ゆめ国体
2019 の相撲競技（9/29
～10/1 茨城県）に出場。
津
つ

村
むら

勝
まさひと

人さん（東川面）

　全国吟詠コンクール決勝
大会（9/16 東京都）に出場。
小北中学校３年 妹

せ の お

尾美
み

怜
れい

さん（小田）

　JFA第16回全日本女子
フットサル選手権中国地域
大会（9/29 山口県）に出場。
ノートルダム清心女子大学
２年 三

み や け

宅悠
ゆう

希
き

さん（矢掛）

↑矢高生もドライバーに声掛けを行いました。

↑中村氏は自身の経験談を交
えながら講演。
←健康フェスタのブースには
多くの来場者が訪れました。

今 月 の 出 来 事
まちの
わだい

　矢掛町では、故末永三喜太氏のご遺志により全国大会、中国大
会等に出場する皆さんに対して末永基金のスポーツ・文化振興激
励金をお渡ししています。
　大舞台での皆さんのご活躍をお祈りします。



　
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　文化センター西入口に以前作成したアンデルセン城の門
を設置しています。その門をお二人の女性が見ておられま

した。お話しの一コマをそっと触って何のお話しか確認しているように見え、そのお二人を
図書館の中へお誘いしました。図書館には手話のできる司書がいます。お二人に門を見てく
ださったお礼を伝え、少し涼んでいってくださいと伝えてもらいました。
　いつでも、どこでも、だれにでもやさしい図書館を常に目標としています。

カウンターからの情景

季節はめぐり、楽しかった日々に見えてきた少しの
かげり…。別れが近づく中、僕は…。ほっこりあた
たかなコミックエッセイ。完結編。

「大家さんと僕　これから」
　　　　　　　　　　　　　　　　矢 部 　 太 郎／新潮社

みなさんもぜひ、読んでみてください。

「仕事　無音
　聴覚障害者の社会参加と貢献の実態リポート」
　　　　　　　　　　　森　　格・齋藤昌 久／新潮社

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　10月26日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　11月 9日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります
のでＨＰやチラシ等でご確認ください。

おすすめの1冊

は休館日

11月の図書館カレンダー

24 25 26 27

日

4 5 6 87
1

9
2

10
3

11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

28 29 30

火水木金土月

10月の休館日
　21日（月）・28日（月）

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

郷土にゆかりのある本

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

みんな集まれ！

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 特別展　「本手描友禅 秋山 章の世界展」
　　　　　　　　会期/開催中　11月10日（日）まで

企画展　「武井泰道遺作展」　会期/11月16日（土）〜12月22日（日）
町民ギャラリー　　　　　　　

◆ 城太陽展　　　　　　　　　　　　　　　　　10 月 31 日（木）〜 11 月 4 日（月・祝）午後4 時
◆ 岡山県能面協会作品展　　　　　　　　　11 月  6 日（水）〜 10 日（日）午後 4 時
◆ 美とのふれあい展　　　　　　　　　　　
　　　華道の部　　　　　　　　　　　　　　11 月 16 日（土）〜 17 日（日）
　　　木工芸・アートガーデンの部　　　　　11 月 19 日（火）〜 24 日（日）

　友禅作家・秋山章氏の卒寿を記念し、70年もの長きにわたる作家活動
により生み出された本手描友禅の婚礼衣裳の中から、選りすぐりの作品を
一堂に展示しています。

「満寿慶翔」
　四季の花々は、結婚という大切な儀式の衣の柄として、今昔の人々に愛
されてきました。
　服飾文化の歴史に磨かれ、育まれてきた古き伝統を近代感覚で甦らせた
豪華で華やかな知性あふれる打掛です。

＊入場無料

14令和元年10月号



　 すぎやま な   こ

杉山奈子ちゃん（矢掛）
（H30年 10 月27 日生まれ）
癒しのなこちゃん♡大好きだ
よー♡♡

   ひがしもとえい た

東本英大くん（里山田）
（H30年 10 月26 日生まれ）
たくさん笑って元気に大きく
なってね♡

     とりごえ  さ   な

鳥越咲那ちゃん（本堀）
（H30年 10 月12 日生まれ）
我が家のアイドル！いつも笑顔
をありがとう♡

　  せのお   か りん

妹尾果凛ちゃん（浅海）
（H30年 10 月14日生まれ）
その可愛さのままのびのび大
きくなってね♪

　  はら だ　  あゆむ

原田　歩くん（横谷）
（H30年 10 月17 日生まれ）
あゆむスマイルでみんな幸せ
だよ！

   せのお かん な

妹尾柑菜ちゃん（東川面）
（H30年 10 月29 日生まれ）
お姉ちゃんと仲良くスクスク
大きくなーれ♡

読者のひろば
みんな集まれ！

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

　　 せのお　た　き

妹尾泰希くん（矢掛）
（H30年 10 月7 日生まれ）
お姉ちゃんが大好き！すくす
く元気に育ってね

　 かねたかゆき  と

金高幸杜くん（東川面）
（H30年 10 月3 日生まれ）
癒しのゆっくん♡すくすく穏
やかな子に育ってね ^_^

美
術
館
短
歌
講
座
十
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

い
た
だ
き
し
風
呂
敷
包
み
解
く
時
の
心
は
し
ゃ
ぎ

し
幼
日
思
ふ�

杉
本

　清
子

濡
れ
紙
に
茎
を
包
み
て
頂
き
し
瑠
璃
柳
活
け
む
掛

花
入
れ
に�

坂
川
須
磨
子

涼す
ず

風か
ぜ

の
過
ぐ
る
気
配
に
仰
ぎ
た
れ
ば
棟
の
上
な
る

柘
榴
が
紅
い�

谷
口

　節
子

台
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の
風
雨
に
も
耐
へ
花
よ
咲
け
薔
薇
の
ア
ー
チ

の
補
修
終
へ
た
り�

峰
山

　祥
子

新
米
で
炊
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ご
飯
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供
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つ
つ
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は
三
つ
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を

打
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た
り�

谷
許

　靖
子
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呂
敷
に
包
み
抱
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て
茶
道
室
今
日
の
点
前
に
心

弾
ま
せ�

鳥
越
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子

お
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や
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の
包
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見
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子

何
く
れ
と
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れ
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仕
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と
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今
井
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子

体
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ゆ
う
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に
包
ま
れ
蟻
地
獄
は
ひ
そ
か
に
蟻
の

入
る
を
待
ち
ゐ
る�

選
者
詠

正
直
に
言
え
ば
言
っ
た
で
ま
た
波
乱�

椎
葉
つ
と
む

愚
痴
言
え
ぬ
花
に
た
っ
ぷ
り
水
を
や
る�

池
田
た
か
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昼
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中
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端
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と
も
え

マ
ン
ボ
・
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も
踊
っ
た
足
に
貼
る
湿
布�

鈴
木

　な
つ

や
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け
り
ゃ
想
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の
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口
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和

下
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ホ
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夫
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叱
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江
尻

　容
子

あ
れ
コ
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と
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で
私
を
操
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る�

紫
　し
め
の
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暑
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の
一
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呼
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遠
花
火�

池
田

　信
夫

聞
き
上
手
嘘
に
も
何
か
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が
あ
る�

選
　者
　吟

文
化
協
会
川
柳
九
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

庭
に
く
る
鳥
の
か
ず
か
ず
実
む
ら
さ
き�

渡
邉

　倫
子

沈
む
日
を
を
し
み
て
並
ぶ
秋
燕�

高
月

　凱
美

触
れ
て
す
ぐ
草
を
離
れ
る
秋
の
蝶�

田
中

　敏
子

人
住
ま
ぬ
家
に
燃
ゆ
る
や
葉
鶏
頭�

浅
野
加
津
子

お
の
づ
か
ら
小
走
る
家
路
稲
の
波�

江
尻

　容
子

式
台
を
拭
き
棚
経
の
僧
を
待
つ�

江
尻

　千
歳

夕
映
え
の
雲
に
水
音
萩
の
花�

黒
瀬
美
智
子

前
山
は
日
を
残
し
を
り
門
火
焚
く�

岡
田

　
子

早
稲
の
穂
の
出
揃
ふ
棚
田
風
す
が
し�

岡
田

　康
子

凌
霄
花
か
わ
き
切
っ
た
る
土
塀
超
ゆ�

江
木

　公
子

集
落
の
声
を
欲
し
が
る
花
臭
木�

選
　者
　吟

金
婚
の
余
生
や
秋
を
深
く
し
て�

黒
井

　琴
恵

随
神
の
色
褪
せ
て
立
つ
残
暑
か
な�

新
谷

　京
子

い
と
小
さ
き
草
の
花
か
な
古
戦
の
碑�

片
岡

　朋
子

影
伸
び
て
落
穂
に
群
る
る
雀
か
な�

岡
田
　哲
郎

香
の
立
ち
て
秋
の
祭
り
の
注
連
飾
り�

小
西
　恒
子

十
三
夜
よ
く
眠
り
た
る
児
の
産
毛�

坪
井
　篤
子

十
六
夜
や
茶
会
の
席
と
琴
の
音
と�

中
田
　千
穂

夏
帯
を
き
り
り
と
少
女
恥
ら
へ
り�

国
司
　幸
子

秋
立
つ
や
校
舎
に
ひ
び
く
管
楽
器�
鹿
嶋
　克
美

薄
紙
の
ご
と
晩
年
の
き
て
良
夜�
選
　者
　吟

文
化
協
会
俳
句
九
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
俳
句
九
月
作
品�

　
　

笹
井

　愛
選

15 令和元年10月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,233人（－14） 
　男　     6,834人（－  5） 
　女　    7,399人（－  9）
世帯数　  5,509世帯（－6）

令和元年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせい

の
ち
を
支
え
る
講
演
会

◦
と
　
き
　
12
月
３
日
㈫
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
（
受
付
：
午
後

１
時
）

◦
と
こ
ろ
　
笠
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル

（
笠
岡
市
十
一
番
町
１
︱
３
）

◦
申
込
締
切
　
11
月
12
日
㈫

■問
岡
山
県
備
中
保
健
所
井
笠
支
所

☎
０
８
６
５（
69
）１
６
７
５

冬
季（
１
～
３
月
）水
泳
・
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
を
募
集

◦
対
　
象
　
水
泳
・
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

を
習
い
た
い
人

◦
募
集
教
室
　
成
人（
男
・
女
）、
女

性
（
初
級
・
中
級
程
度
）、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
か
ん
た
ん
ス
イ
ミ
ン
グ
、
４

泳
法（
概
ね
３
級
以
上
）、子
ど
も（
小

学
生
・
幼
児
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

◦
募
集
期
間
　
11
月
７
日
㈭
～
12
月

１
日
㈰

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

◦
受
講
料
　
小
人
＝
３
，
５
０
０
円

大
人
＝
５
，
５
０
０
円

※
町
外
者
は
、
募
集
期
間
、
受
講
料

が
町
内
者
と
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０
　
有
線
２
６
２
０

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
11
月
15
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　
き
　
11
月
６
日
㈬
、13
日
㈬
、

20
日
㈬
、
27
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
10
月
25
日
㈮
、
11
月
8

日
㈮
、
22
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。相
談
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
、

順
番
に
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
11
月
20
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
11
月
６
日
㈬
　
午
後

５
時
　
※
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

相

　
　談

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

有料広告

モガ美容室モガ美容室モガ美容室

ジュンテンドー
跡地マービー

ふれあいセンター

倉敷市立
真備図書館

日の丸
タクシー

被災から 1年……。
さらにパワーアップして
被災から 1年……。
さらにパワーアップして
被災から 1年……。
さらにパワーアップして

　　0120-80-7003
　 ☎ 086-698-7003倉敷市真備町有井1575-6

○営 9：00～18：00
○休月曜、第 1・3日曜　○Ｐ８台

カット
　　3,850円～
トリートメント
　　1,100円～

OPEN!!OPEN!!OPEN!!

モガ美容室モガ美容室モガ美容室

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,233人（－14） 
　男　     6,834人（－  5） 
　女　    7,399人（－  9）
世帯数　  5,509世帯（－6）

令和元年10月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

有料広告

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制

度
の
更
新
制
導
入
に
つ
い
て

　
水
道
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
令

和
元
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
給
水
装

置（
蛇
口
や
給
水
管
）の
工
事
や
修
繕

を
依
頼
し
、
施
行
を
行
っ
て
い
る
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
の
有
効

期
間
に
つ
い
て
、
従
来
の
無
期
限
か

ら
5
年
間
の
更
新
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
制
度
は
、
工
事
事
業

者
の
廃
止
・
休
止
と
い
っ
た
現
状
が

反
映
さ
れ
に
く
く
、
工
事
業
者
の
実

態
把
握
が
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
無

届
工
事
や
技
術
力
不
足
に
み
ら
れ
る

施
工
不
良
等
の
違
反
行
為
が
全
国
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
更
新
制
を
導
入
し
、
更
新
の
際

に
は
指
定
工
事
事
業
者
の
技
術
力
や

実
績
な
ど
を
確
認
し
、
把
握
し
た
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
皆
さ
ん
に

情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
依
頼
さ
れ
る
給
水
装
置

の
工
事
や
修
繕
等
が
、
基
準
に
適
合

し
た
安
全
な
も
の
で
あ
り
、
水
道
水

お
よ
び
給
水
装
置
を
よ
り
安
心
し
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改
善
す
る

た
め
の
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
給
水
装
置
の
新
設
・
改
修
工
事
等

を
行
う
際
に
は
、
左
記
へ
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７

０
・
４
７
７
０

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
周
囲
の

人
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
る
マ
ー
ク
で
す
。
内
部
障

害
・
疾
患
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
、
知

的
・
精
神
・
発
達
障
害
、
難
病
、
義

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

弁
護
士
巡
回
法
律
相
談

◦
と
　
き
　
11
月
19
日
㈫
　
午
後
１

時
～
５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
農
業
研
修
室

◦
相
談
時
間
　
30
分
以
内

◦
内
　
容
　
登
記
全
般
、成
年
後
見
、

自
己
破
産
、
悪
徳
商
法
、
賃
金
請
求
、

離
婚
、
賃
貸
借
等

※
相
談
無
料
・
予
約
不
要

■問
岡
山
弁
護
士
会

☎
０
８
６（
２
２
３
）４
４
０
１

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
11
月
13
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

10月は「土地月間」です
　一定面積以上の土地の権利を売買などの契約で
取得した場合、国土利用計画法により、知事への
届出が必要です。

◦届出対象　�矢掛町内5,000㎡以上の土地の権利
を売買などの契約により取得した方

◦届出期限　�土地売買などの契約を結んだ日から、
契約日を含めて２週間以内

◦届 出 先　�総務企画課企画係
※届出用紙は、役場または備中県民局にあります。
また、岡山県ホームペー
ジからもダウンロードで
きます。届出をしなかっ
た場合、法律により罰せ
られることがありますの
で、必ず届出を行ってく
ださい。
■問 総務企画課企画係
　 ☎（82）1010
　 有線0521

キャッシュレス５％還元取り扱い店です。
　　　　　　　　　　　ご利用ください。

メガネ・補聴器・時計のショッピングに使えるプレミアム商品券と
有料広告

お
知
ら
せ

17 令和元年10月号



つ
な
が
り
が
薄
ま
っ
て
き
て
お
り
、

ひ
と
昔
前
に
比
べ
子
育
て
家
庭
へ
の

地
域
の
関
わ
り
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　「
こ
ん
に
ち
は
」
等
ち
ょ
っ
と
し

た
声
か
け
だ
け
で
も
、
虐
待
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
児
童
虐
待
は
、

虐
待
の
状
態
に
至
る
前
の
予
防
が
大

切
で
す
。

　
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安

心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
町
全

体
で
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
、
心
配
な
様
子
が
見
ら
れ

た
場
合
に
は
、“
１
８
９
”（
イ
チ
ハ

ヤ
ク
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３

狩
猟
期
間
の
お
し
ら
せ

　
11
月
15
日
か
ら
狩
猟
期
間
が
始
ま

り
ま
す
。
農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止

を
目
的
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
狩
猟
期
間
を
１

か
月
間
延
長
し
、
３
月
15
日
ま
で
と

し
て
い
ま
す
。
野
山
に
出
か
け
る
際

に
は
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け

る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
備
中
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
５
２

医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
薬
を
使
う
す
べ
て

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
制
度
で
す
。

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、
副

作
用
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ほ

ど
の
健
康
被
害
が
起
き
た
時
、
医
療

費
や
年
金
な
ど
の
給
付
を
行
う
公
的

な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
は
、
左
記
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■問
救
済
制
度
相
談
窓
口
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
）

　
☎
０
１
２
０（
１
４
９
）９
３
１

令
和
元
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す

　「
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確

認
　
火
の
用
心
」
を
統
一
標
語
に
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９

日
～
15
日
ま
で
の
１
週
間
展
開
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
各
家
庭

に
お
い
て
次
の
「
住
宅
防
火
　
い
の

ち
を
守
る
　７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」︱
３

つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
︱
に
注
意

し
て
火
を
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
、

手
術
後
、
認
知
症
、
妊
娠
初
期
な
ど

の
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
援
助
の

必
要
な
人
が
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
鞄

な
ど
に
つ
け
、
援
助
し
て
ほ
し
い
内

容
を
記
入
し
た
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
財

布
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

　
必
要
な
人
に
は
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

税
を
考
え
る
週
間

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
税
に
つ

い
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

〔
税
に
関
す
る
作
品
展
〕

◦
と
　
き
　
11
月
12
日
㈫
～
19
日
㈫

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

■問
笠
岡
税
務
署

☎
０
８
６
５（
62
）３
１
１
１

子
ど
も
虐
待
を
地
域
で
防
ご
う

　
毎
年
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
育
て
家
庭
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
社
会
全
体
で
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
現
代
で
は
地
域
の

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
町県民税（３期）
国民健康保険税（４期）
介護保険料（４期）
後期高齢者医療保険料（２期）

10月31日㈭ 10月31日㈭

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）10月25日㈮ 10月31日㈭

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（9月申請分）11月7日㈭

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（9月申請分）10月17日㈭

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（9月申請分）10月30日㈬

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費（9月申請分）10月30日㈬ 保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013  有線 0581

有料広告

 

主催：太陽美術館　　後援：矢掛町、矢掛町教育委員会、備中西商工会矢掛地区、小林芙蓉後援会
入場券　前売券 3,000円　当日券 3,500円　
会　場　やかげ文化センター　〒714-1201　岡山県小田郡矢掛町矢掛2677-1

14時開演（13時30分開場）日　時　令和元年11月9日（土）
画家 太陽 大西幸仁画家 太陽 大西幸仁画家 太陽 大西幸仁

書画家 小林芙蓉書画家 小林芙蓉書画家 小林芙蓉「鏡」F8「鏡」F8「鏡」F8

18令和元年10月号



■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

※数値は暫定数です。

◦
４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

11
月
１
日
㈮
、
５
日
㈫
、
８
日
㈮
、

11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
26
日
㈫
、
29
日

㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

11
月
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
10
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
（
金
一
封
）
ア
ラ
ガ
ト

モ
ヒ
サ

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
横
畑

敏
宏
、
岡
村
昭
春
、
匿
名
希
望
（
倉

敷
市
）、
渡
邊
康
道
（
井
原
市
）、
金

山
宏
幸
、
島
内
国
彰
（
兵
庫
県
）、

堀
内
知
子
（
大
阪
府
）、
谷
本
克
樹

（
愛
知
県
）、
大
月
晶
代
、
三
宅
拓
馬

（
東
京
都
）、
間
渕
利
明
（
茨
城
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

片
山
悦
志
（
矢
掛
）、
古
城
　
愃
（
小

林
）、
坪
井
　
初
（
東
三
成
）、
笠
原

克
彦
（
中
）、
小
野
郁
子
（
小
田
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
坪
井

初（
東
三
成
）▼
山
田
公
民
館
へ（
金

一
封
）
神
田
浩
志
（
南
山
田
）、
笠

原
克
彦（
中
）▼
川
面
公
民
館
へ（
金

一
封
）
川
上
敦
子
（
西
川
面
）
▼
中

川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
Ｏ
Ｐ
Ｇ
参

加
者
一
同
▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一

封
）
坂
本
マ
サ
子
、
小
野
郁
子
（
小

田
）
▼
た
か
つ
ま
荘
へ
（
金
一
封
）

匿
名
希
望
▼
矢
掛
寮
へ
（
野
菜
）
匿

名
希
望

　
人
事
異
動

　
　
　（
令
和
元
年
10
月
１
日
付
け
）

【
新
採
用
】

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

9　月 1 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 4 0 15
累　計 26 １ 0 0 4 4 1 0 0 1 4 7 2 2 214 18 0 196
（前年比） -14 -3 -1 ±0 +4 +2 -3 -2 ±0 +1 -11 +3 -1 -3 -27 +3 ±0 -30

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和元年 9月末現在）

だまされんのじゃ岡山県県民運動
　特殊詐欺の被害は依然として後を絶たず、本年も警察
官を名乗る者から電話で

◦詐欺の犯人を捕まえたら、あなたの情報を持っていた
◦あなた名義のキャッシュカードが不正に使われている

などと言われ、言葉巧みにキャッシュカードをだまし取
られる被害が多発しています。
　県警察では、高齢者等被害に遭いやすい人を、家族や
地域等、県民総ぐるみで守る風土を醸成するため、「だま
されんのじゃ岡山県・県民運動」を展開し、

◦さまざまな手口を知ってもらい自分を守る
◦金融機関やコンビニエンスストアなどの水際で守る
◦県民の力で身近な人を守る

の「３本の矢」で特殊被害の根絶を目指しています。
　まずは、身近な防犯対策として防犯機能付電話や留守
番電話機能を活用し、矢掛町から被害を出さないように
しましょう。

薄暮時・夜間の交通事故防止
　日の入りが早くなっており、県内においても薄暮・夜
間時間帯に交通死亡事故等の重大事故が発生しやすい傾
向にあります。
　特に、道路横断中の歩行者がはねられて亡くなるとい
う悲惨な交通事故も薄暮・夜間時間帯に多く発生してい
ます。ドライバーの人は、夜間等は視界が悪くなり歩行
者等の発見が遅れたりするため、「早めのライトアップ」
等を心掛け、歩行者等を早く発見したり、自分の車の存
在を知らせたりする運転をしましょう。
　歩行者は「目立つ色の服を着たり、反射材を付けたり
する」等を心がけ、車の運転手に少しでも早く気付いて
もらえるようにしましょう。
　これから冬に向けて薄暮・夜間時間帯が長くなります。
　気づく行動、気付いてもらえる行動を心がけてくださ
い。
　目指せ年間交通事故300件以下！！

矢掛病院　看護師
原 田 尚 美
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 10
vol.88

　爽やかな秋晴れのもと、矢高祭が開催されました。今年のテーマは「FLASH」。
文化の部、体育の部ともに多くのお客様が来校され、矢高内は大賑わいでした。

矢高祭（文化の部・体育の部）

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）を進めていく上で参考になるトピックスを、毎回少しずつ取
り上げます。第３回目は、矢高生がどのような形で地域と繋がっているのかを、具体的な事例を挙げながら紹介します。

リージョナルモデル通信  ③地域と繋がる矢高生

【Ａ 地域と繋がる授業】 【Ｂ 地域と繋がるボランティア】 【Ｃ 地域と繋がるコラボ企画】

Top News
９月７日㈯・９日㈪

　秋を迎え、３年生は進路を決めていく時期です。
　就職希望の生徒たちは、いよいよ就職活動をスタート！就職試験当日までに、筆記試
験や面接試験の練習を重ね、志望する企業へ挑戦します。自分の未来と真剣に向き合っ
た生徒たちからは、働くことへの意欲とともにそれぞれの夢が語られます。努力が実り、
高校には内定の通知も続々とやってきています。

９月 16日㈪～就職活動開始！

　茨城国体に出場した軟式野球部は、初戦で全国３連覇中の強豪・中京学院大中京高校
（愛知）と激突。好ゲームを展開しましたが 0-1 と惜しくも敗退し、全国制覇の夢はまた
来年へと持ち越されました。
　後日、３年生が引退した新生・矢高チームでも秋季県大会予選を突破し、７年連続21回
目の県大会出場が決まりました。

９月 30日㈪祝　 軟式野球部 国体出場！

ESD基礎（１年・全員）
　地域コーディネーター
と共に地域学習を進めな
がら自分の将来を考えま
す。

やかげ学（２～３年・総合コース）
　毎週木曜午後、町内14
施設での実習を重ね地域
での実践力を身につけま
す。

商品開発（２年・地域ビジネス科）
　商店街の皆さまからの
協力も得て新しい商品を
開発。宿場祭りで販売し
ます。

学生コンテスト（２年・探究コース）
　地域課題の解決提案な
どを様々なコンテストで
発表。受賞者も多く出ま
す。

雲の上カフェ
　山ノ上干し柿まつ
りでは小中学生と共
にカフェ経営。

YAKOボランティア
　定期考査後に実施しているボラン
ティア。幼稚園や福祉施設のボラン
ティアには毎回多くの希望者が参加
します。

夏休み学習支援
　町内小学
校でプール
等をサポー
ト。

福祉まつり
　近隣福祉
施設のイベ
ントをサポ
ート。

流しびな
　春の流し
びなにスタ
ッフ参加。

行灯まつり
　夏の行灯
まつりにス
タッフ参加。

宿場まつり
　秋の宿場
まつりにス
タッフ参加。

本陣マラソン
　冬の本陣
マラソンに
スタッフ参
加。

YKGすみれ
　様々な福祉団体と
協力しながら福祉交
流を促進。

　神楽団体と協力し
ながらインバウンド
観光を促進。

神楽ガールズ

ベトナム日本語教室
　ベトナム労働者の
方々と日本語支援交
流を促進。

備中聞き書き
　町の記憶を残して
いく活動を促進。

編

集

後

記

　
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
、
見
事
初
戦
を
突
破
し

た
矢
掛
高
校
軟
式
野
球
部
。

　
昨
年
の
夏
、
町
内
で
災
害
復
旧
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る

彼
ら
を
偶
然
取
材
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
１
年
後
全
国
の
舞
台
で
躍
動

す
る
姿
を
見
て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。

　
国
体
も
終
わ
り
３
年
生
は
引
退
と

な
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
過

ご
し
た
日
々
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
新
チ
ー
ム
は
全
国

制
覇
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

総務企画課秘書広報室
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